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研究成果の概要（和文）：①本研究で我々は、コホート集団の乳幼児期の縦断データ(スクリーニングテスト結果)に項
目反応理論を適用し、コミュニケーションの能力値を算出した。一方、このコホート集団の中で見つかったASDの子供
たちはADOSの検査を受け、重症度が算出された。能力値と重症度には高い相関があった。この結果は，スクリーニング
テストがASDの早期発見に有効であることを示している。

②本研究では多様な地域支援活動を展開してきた。就学移行支援も１０年が経過し、地元の多職種の参加者が増加して
きた。こうした内部リソースの増加は地域力向上を示すもので、我々のアプローチが新しい地域モデルの構築に有効で
あることを示唆している

研究成果の概要（英文）：(1)In this study, we applied the item response theory to the longitudinal data of 
the infancy of the cohort (screening test result), to calculate the ability value of communication. On 
the other hand, children of ASD found in this cohort received the inspection of ADOS, which is calculated 
each severity from the result. There was a high correlation between the ability value and severity. As a 
result, it has shown that screening test is effective in early detection of ASD.
(2)We have developed a variety of community support activities in this study. School transition support 
also passed 10 years, it has increased the participants of local multidisciplinary. This increase in 
internal resources intended to exhibit improved regional power, suggesting that our approach is effective 
for building a new regional model.
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１．研究開始当初の背景 
 発達障害に対する早期からの総合的支援
システム構築の重要性は国家的課題である。
しかし診断は早期であるほど不確実性が高
い。そのため、乳幼児期における共同注意を
軸とした社会的認知の発達特性を明確にす
る精度の高いスクリーニングテストの開発
が望まれていた。そして、有効な支援法を提
供するには、加齢とともなって変化する社会
性の発達の個人特性を明確にすることが不
可欠であった。また、こうした問題と相まっ
て、発達障害児とその家族への支援の現状も
関係機関の断片的なものに留まっているた
め、こうした発達評価における課題に取り組
みながら、個々人の発達段階に応じた生涯に
亘る地域支援体制の構築が望まれていた。 
 
２．研究の目的 
①乳幼児期における共同注意の発達は、

その後の言語獲得や社会的情動などの社会
性の発達に重要な役割を果たし、他方、そ
の発達に問題があると重篤なコミュニケー
ション障害などの発達的帰結を惹起すると
考えられている。我々は毎年、糸島市の出
生児に対しスクリーニングテストを実施し、
また、2000 年生まれの第一次コホート集団
に対しては、3 歳、5 歳、7 歳時に社会性の
発達テストを縦断的に実施してきた。本研
究の目的の一つは、これらの縦断データに
項目反応理論を適用して縦軸を揃え、コミ
ュニケーション能力値の個人別の発達特性
を明確にすることである。また、就学時に
ADOS(自閉症行動観察法)を実施し、それ
ぞれの自閉症児の重症度（severity）の特
性を明らかにして、この二つの発達評価法
の関連性と有用性を検討する。 
②本研究のもう一つの目的は、ライフステ

ージに沿った地域支援の在り方を実践的に
検討することである。 

 
３．研究の方法 
乳幼児における社会性の発達過程は、様々
な発達現象が因果的な発達的関連性をもっ
て推移していると考えられる。本研究の方
法論は、共同注意獲得の前後の社会的認知
の発達過程を明らかにするために前向きコ
ホート調査と、発達障害児が発見された時
に過去の発達特徴を洗い出し、発達障害の
初期徴候を解明する後ろ向きコホート調査
が基本となる。さらに、こうした基礎的な
縦断研究の知見を基盤にして、発達障害に
対する早期支援システムを構築するために、
加齢に伴う多段階の発達支援の場を準備し、
マルチデシプリナルなアプローチを導入し
て有効な臨床技法を検討し、新しい地域支
援モデルを提案する 
 
４．研究成果 
①チェックリストの識別力 
表１は、本研究の第一の目的であるスクリー

ニングテストの精度を検討したものである。
第一次コホート集団（2000～2001年生まれ）
が中学校に入学するとき（2011～2012年）、 
各種の蓄積された資料を基に健常群、ASD
（2001 年頃は PDD の診断）、MR、身体障害な
どに区分してみると、調査対象児１３６０人
のうち 17 名が ASD(自閉スペクトラム障害)
であった。その有病率は１．２５％であった。
(表１－A)。この 17 名のうち 12 名はすでに
生後 18ヶ月の時に表１－Bに示す鍵項目を通
過していない（表１－C）。この結果からも本
研究で使用した 1歳半スクリーニングテスト
の中の 5項目は ASDを検出する上での重要な
項目であることを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
②PDDの発達軌跡と発達支援の展開 
 本研究は 2000 年に始まったコホート研究
の一環として位置づいている。この一連の研
究の中で 1歳半、3歳、5歳、７歳の時点で 4
種類のスクリーニングが縦断的に実施され
てきた。社会的認知の発達に関するこれらの
テスト結果に項目反応理論を適用し、コミュ
ニケーション能力値の推移を示したのが図
１である。自閉群（PDD群）は健常群（TD群）
に比べ能力値は低く推移している。両者は生
後１８ヶ月で統計的に有意差が認められて
いる。また自閉群は能力値の個人差が大きく、
このデータからも自閉性障害の多様性が明
らかである。個人差はあるが総じて右肩上が
りで能力値は徐々に高まっていくが、それが
図に示されているような様々な療育・教育の
効果なのか否かは分からない。今後の検討課
題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



③二つの発達検査の併用の意義 
本研究では加齢に伴って４種類のスクリー
ニングテストを実施してきた。それぞれの識
別力に課題は残されているが、項目反応理論
の適用によって縦軸を揃え、各時期の発達状
況の推移と個人差を捉える工夫がなされて
きた。この方法は大規模標本の中から ASDの
リスク児を抽出し、その発達軌跡を読み取る
には極めて有効な方法である。他方、世界の
ゴールデンスタンダードと言われる ADOS(自
閉症観察法)も導入してきた。この方法は自
閉症診断に極めて優れた検査法であるが、①
ケースに１時間程度の検査時間が必要であ
り、かつその使用にはライセンスが必要とな
る。本研究では分担者がライセンスを取得し
ているため ADOS を実施した。この検査結果
をもとに自閉の重症度を算出し、前述のスク
リーニングテストの能力との関係を検討し
たものが図２である。両者には密接な関係が
あった。この結果ら、まず、大規模標本に対
して自記式スクリーニングテストを実施し
て能力値の算出、鍵項目の通過状況を調べる
（マススクリーニング）。次に、ASDリスク児
に対し ADOS を実施し、どの程度の区分にい
るのか、対人関係やこだわりの特性を調べ、 
有効な支援お手立てを検討することが望ま
れる。しかし、しかし、この方法はデータ解
析法や専門研修の導入などまだ多くの課題
が残されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
④地域力の向上 
発達障害の支援に関連する専門機関に恵ま
れない地域（糸島市）を研究フィールドとし
た本研究は糸島プロジェクトと称され、地域
モデルの一つとして知られてきた。２０００
年に始まったこの研究の実践活動は、福祉・
教育機関と連携し、現在、相談支援、療育支
援、就学・就労支援・社会的啓蒙など多角的
に展開されている。その中で毎年実施されて
いる就学移行支援には当初、地元(糸島市)の
専門職よりも本科研メンバーと研究協力者
を中心とした外部の専門職の参加者が多か
ったが、その比率は次第に変化し、平成２６
年度の事業では市内の８割、外部が２割にな
ってきた。また、一組の母子に関与する多職

種専門家の参加も漸増してきた。このことは
本研究が提案・主導した方法論が多くの関係
者に受け入れられ、専門機関がない地方自治
体でも内部リソースを充実させ、地域の福祉 
力向上に有効であることを意味している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
⑤地域支援の今後の課題 
発達障害の早期発見と地域支援を目指す研
究と実践において最も重要な課題はその継
続である。糸島プロジェクトには市内外の多
様な職種の人達が参加するため、参加者が目
的の共有、役割分担、実践活動、評価と改善
などを要素とした PDCA サイクルが順調に展
開されることが望まれる。人事異動や理解不
足など様々なプロセスロスでこのサイクル
が機能しなくなると各事業が硬直化し消滅
する可能性もある。 
 そのため硬直化の兆しが見える前の変化
のタイミングを捉え、様々な再活性化の努力
を行う必要がある。本研究における再活性化
の具体的な手立てとして図４に示したもの
が重要である。 
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